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新たな学び場と友だちができる場を作る

サードプレイス代表 奥定 克拓

令和２年度

８９８人
【小３４３人中５５５人】

令和３年度

１０６３人
【小４００人中６５３人】

この１年間で１６５人の増加。
日吉津小学校１校分の子どもが学校からいなくなる。

不登校の数
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・地域の子どもがたちが楽しく幸せ過ごしてほしい。

・将来は、地域を担う存在になってほしい。

私たち地域の願い

鳥取県民みんなの願い

鳥取県内の認可型フリースクール

鳥取県下のフリースクール
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地域課題

子どもの学び場が圧倒的に少ない
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サードプレイスの活動
場所 大山青年の家【地域資源①】
時間 ９時３０分～１５時（月二回）
内容 個別学習・自然体験【地域資源②】
指導 私、

教職員関係者
青年の家の専門指導員【地域人材①】
島根県立大学生【地域人材②】

大山青年の家
学校と同じハード面を持つ。

学校と同じことが社会教育施設ではできる！
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大山という自然

顔が見えるネットワークについて
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サードプレイス

学校
（教育委員会）

保護者・子ども

不登校親の会

医療クリニック

スクールカウンセ
ラー有志の会

不登校相談支援マップ
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公益性①
もしも１０６３人が将来、引きこもりになった場合。

1人２憶円×1063人＝

２１２６憶の損失
地域社会の持続・地域社会の利益となると確信

公益性②【参加者】
参加者【現在１０名程度】
境港市、米子市、南部町、大山町、
倉吉市

相談【３０件以上受けている】
境港市、米子市、南部町、大山町、
倉吉市、鳥取市、島根県伯太町、
安来市、松江市からも。

毎週１，２件問い合わせがある状況。
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モデル・新規性
①ターゲットを市町村単位ではなく、広域にすることで不登
校の分母を増やし、友だちができる居場所にしている。

②社会教育施設を活用することで、原則保護者負担金なし、
固定の運営費を０にすることができている。
【社会教育で学校教育】

③サードプレイスの活動を【登校日数】にカウントしている学
校も出てきている。

④地域に必要な場所になることで、県の助成金頼りではなく、
運営をダイレクト寄付金で行っている。

お話をさせていただいた県
鳥取県、島根県、兵庫県、岡山県、大阪府、京都府、東京都
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継続性

ダイレクト寄付金３０万+毎月１万円の寄付金
毎月定額で入ることで活動が安定

来年度よりフリースクールに生まれ変わる

継続性②
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鳥取県内の認可型フリースクール

鳥取県下のフリースクール

全く収益にならない。

フリースクールが増えない理由

子どもたちのためにも絶対に学び場は必要！
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社会的課題を解決×自力で運営できるシステム。

継続性②

①子ども居場所支援 １３カ所

②学習支援 ２カ所

③社会的自立支援 １カ所

教師にしかできない分野
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公益性③県を跨いだ連携
福井のフリースクール【福井スコーレ】との連携


